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日本港湾経済学会会長 北見俊郎

30年という年月は，ひとつの組織が成熟するのに充分な時間のように思え

ます。振り返ると昭和37年の秋 乙の横浜で日本港湾経済学会が産声をあげ

ました。

当時．わが国経済は成長の揺監期にあって 港湾か必ずしも産業界の期待

する機能を発揮していない事情にあった乙とから さまざまな現象か「港湾

問題」として各界の関心を集めました。あるときはそれが港湾に対する政策

的介入を促し，またあるときは港湾諸産業の自助努力と して対処されたもの

でした。それらは合理化であったり，近代化であったりしたものです。そう

した現象にたいする対症療法か，そのまま本質に作用して「新しい秩序の形

勢JIC::発展した部分もあれば，また別な港湾問題l乙変質して，ちかった現象

としてあらわれた乙ともあります。乙うして「港湾問題」は質的変化を繰り

返しながら，30年が過ぎました。

乙の聞に学会のはたした役割の一つに， 「問題」に対する客観的な理論形

成かあります。 30周年を記念する全国大会の共通論題が 「憤浜港 ・その課題

と展望」であるのは，まさにそうした意味での現代的テーマといえましょう。

周知のように横浜港には全方位的な機能が備えられており，それだけに表出

する問題の領域も広範に亘ります、横浜港の課題はわが国の総ての港に共通

する諜題でもあるわけです。そ乙には港湾の造成．法制，財政，行政，管理

運営，経営．産業 労働．流通．環境等々きわめて広範囲にして根深い諸問

題が含まれています。横浜港の現実を論ずる乙とは．総ての港の現在あるい

は未来の問題を論ずる乙とiζつながります。

乙の「港湾経済研究」 No.29には．数多くの自由論題も掲載されております。

乙れらは独自の問題意識にもとづく研究の成果で．きわめて有意義な学会活

動でもあるわけです。例年にくらべて特に活発な研究活動か展開され． 一段

と質の高い論文が数多く寄せられました。さらに別途，学会創設30周年を記

念する冊子が 「港湾経済研究」 No30として刊行されます。



重ねられた数多の業績を振り返って ゴーノレへの距離は計りしれませんか

「港湾経済学」形成の一里塚を通過したように思います。30年という年月の

重みを感じます。それらは総て会員諸兄の貴重な足跡でもあるわけです。

学会が乙う して活動を続けて乙られたのも，1m事・評議員をはじめ各部会

の幹事 事務局の方々 法人会員 ・団体会員として学会を支えてくださる港

湾関係の方々 ．そして真撃なこー研究を玉稿としてお寄せくださった研究者の

方々 各部会幹事の皆さん．編集委員の諸兄，そして「年報」にしてくださ

る文化印刷株式会社等もろもろの方々の献身的なと努力によるものです。最

後になりましたが．特に本年度lζついては 記念事業をめぐるさまざまな活

動K 横浜市をはじめ神奈川県．港湾関係諸方面の方々からのと尽力を賜り

ました乙とを乙乙に乙報告し心から重ねて感謝の意を表させて頂く次第で

す。

1991年・秋
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